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高
山
一
実
さ
ん
を
、
南
房
総
市
で
４
人
目

の
観
光
大
使
に
任
命
し
、
任
命
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
山
さ
ん
は
富
山
の
出
身
で
、
女

性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
乃
木
坂
46
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
「
ふ
ら
っ
と
通
信
」
の
掲
載
に
あ

た
り
高
山
一
実
さ
ん
に
、
ふ
る
さ
と
富
山
に

つ
い
て
質
問
に
お
答
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

高
山
一
実
さ
ん
が
南
房
総
市
で 

 

４
人
目
の
観
光
大
使
に
就
任 

 
 

 

○
富
山
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
。 

 
 

空
気
が
お
い
し
く
て
、
人
が
み
ん
な
優 

 

し
く
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
こ
と 

 

で
す
。 

○
ふ
る
さ
と
で
あ
る
富
山
は
、
将
来
ど
ん
な 

 

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。 

 
 

今
は
高
齢
者
の
方
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な 

 

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
だ
け
で 

 

な
く
、
子
供
た
ち
も
住
み
や
す
い
環
境
だ 

 

と
思
う
の
で
、
住
む
人
が
た
く
さ
ん
増
え 

 

て
ほ
し
い
で
す
。 

○
富
山
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し 

 

ま
す
。 

 
 

私
も
富
山
の
い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん 

 

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り 

 

り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い 

 

致
し
ま
す
。 

 
 

（
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
） 

砂
浜
に
緑
を
増
や
し 

 

海
岸
道
路
へ
の
飛
砂
防
止
の
た
め 

 

～
岩
井
海
岸
に
浜
芝
の
植
栽
に
参
加
を
～ 

 

岩
井
海
岸
の
緑
を
増
や
し
、
海
岸
道
路
へ
の

飛
砂
防
止
の
た
め
に
次
の
日
程
で
、
浜
芝
の
移

植
栽
を
行
い
ま
す
。 

日
時 

 

 

６
月
６
日(

土
） 

 

８
時
30
分
か
ら 

集
合
場
所 

 

 

高
崎
の
岩
井
・
富
浦 

 

漁
業
協
同
組
合
岩
井 

 

支
所
下 

 

漁
協
下
の
砂
浜
か
ら

浜
芝
を
採
取
し
て
、
岩

井
海
岸
中
央
監
視
所
北

側
砂
浜
に
植
栽
し
ま
す
。 

 

 

皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
八
束
か
ら
岩

井
へ
と
勝
山
藩
ゆ
か
り
の
と
こ
ろ
を
歩

き
、
び
わ
狩
り
体
験
も
行
い
ま
す
。 

 

富
浦
の
八
束
地
区
深
名
に
は
、
勝
山

藩
時
代
の
義
民
で
あ
る
「
忍
足
佐
内
」

の
碑
が
あ
り
、
市
部
の
福
聚
院
に
は
房

州
び
わ
の
原
型
に
な
っ
た
「
福
聚
院
び

わ
」
を
頌
え
る
「
頌
徳
碑
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

期 

日 

平
成
27
年
６
月
17
日
㈬ 

 
 
 
 

小
雨
の
場
合
は
決
行
し
ま
す
。 

 
 
 
 

雨
の
場
合
は
18
日
㈭
に
延
期 

募 

集 

30
人
程
度
（
９
人
以
下
の
場
合 

 
 
 
 

は
中
止
） 

集 

合 

市
部
天
満
神
社
（
富
山
小
北
側
） 

 
 
 
 

８
時
50
分
ま
で 

参
加
費 

２
，
０
０
０
円 

 
 
 

（
弁
当
代
、
び
わ
狩
り
体
験
代
、 

 
 
 
 

電
車
賃
、
保
険
代
、
資
料
代
込
） 

持
ち
物 
飲
み
物
、
保
険
証
、
雨
具 

コ
ー
ス
と
内
容
（
約
12
㌔
） 

 

集
合
場
所
出
発
（
９
時)

岩
井
駅
９
時
25

分
発
下
り
～
那
古
船
形
駅
（
９
時

34

分

着
）
～
忍
足
佐
内
石
碑
等
～
道
の
駅
お
お
つ

の
里
（
ト
イ
レ
休
憩
）
～
丹
生
（
昼
食
）
～

原
田
山
ト
ン
ネ
ル
～
岩
婦
湖
～
水
道
タ
ン
ク

（
ア
ジ
サ
イ
鑑
賞
）
～
び
わ
狩
り
体
験
（
市

部
）
～
集
合
場
所
15
時
ご
ろ
帰
着 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 

☎
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八
束
か
ら
岩
井
へ 

勝
山
藩
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
り 

 

び
わ
狩
り
体
験
を
行
い
ま
す 

里美発見伝ウォーク１５ 

 

富
山
学
里
美
発
見

伝
ウ
ォ
ー
ク
13
「
桜

の
名
所
を
歩
き
ま

す
」
を
、
４
月
４
日

に
、
24
名
が
参
加
し

て
開
催
し
ま
し
た
。 

 
当
日
は
朝
の
内
に

小
雨
だ
っ
た
た
め
、

集
合
場
所
の
富
山
公

民
館
で
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
あ
ひ
る
の

会
」
の
関
野
さ
ん
の

竹
内
の
地
蔵
に
関
わ
る
童
話
（
佐
久
間
秀
雄
著
）
、

百
田
宗
治
作
詞
に
よ
る
「
ど
こ
か
で
春
が
」
や
「
花

は
咲
く
」
を
み
ん
な
で
合
唱
し
て
、
遅
い
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
岩
井
の
桜
の
名
所
で
あ
る
天
満
山
や
岩

井
川
親
水
公
園
、
寿
薬
寺
や
合
戸
の
桜
を
楽
し
み
な

が
ら
、
百
田
宗
治
の
旧
家
（
久
枝
）
や
お
墓
・
詩

碑
、
竹
内
の
お
地
蔵
さ
ん
、
二
輪
草
群
生
地
の
熊
野

神
社
を
巡
り
、
最
後
に
市
部
で
玉
ね
ぎ
狩
り
を
し
て

公
民
館
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
富
山
地
域
の
歴
史
・
文
化
等
を
学

び
発
見
す
る
活
動
を
進
め
、
そ
の
よ
い
と
こ
ろ
を
若

い
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
と
、
活
動
を
進
め
る
中

で
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
地
域
の
住
民
や
団
体
と

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
立
て
て
、
魅
力
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ーふらっと通信ー 

24
人
が
寿
薬
寺
や
合
戸
の
桜
な
ど 

 
 
 

岩
井
の
桜
の
名
所
を
歩
く 

 

揚
げ
て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
を 

 
 
 
 

無
償
で
譲
っ
て
く
だ
さ
い 

 

市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム 

山
田
さ
ん
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
57-
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 岩井イーグルスが南房総
市長杯争奪少年野球大会で
初優勝 

金
蓮
花
の
苗
を
植
栽 

 

～
岩
井
駅
構
内
花
壇
清
掃
～ 

 

第
５
回
南
房
総
市
長
杯
争
奪
少
年
野
球

大
会
が
、
４
月
５
日
と

11
日
に
、
富
山

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
丸
山
地
区
の
南
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
岩
井
イ
ー
グ

ル
ス
が
み
ご
と
初
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

イ
ー
グ
ル
ス
は
、
Ａ
リ
ー
グ
で
和
田

レ
ッ
ド
ロ
ー
ズ
を
３
対
２
、
千
倉
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
を
７
対
０
で
下
し
て
決
勝
戦
に

進
み
、
Ｂ
リ
ー
グ
勝
者
の
富
浦
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
５
対
１
で
退
け
て
、
市

長
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。 

  

投手：石井楓基くん 

捕手：廣田敦士くん 

一塁：西尾光輝くん 

二塁：渡辺太陽くん 

三塁：小藤田朔也くん 

遊撃：大山遥空くん 

左翼：渡辺歩くん 

中堅：渡辺仁くん 

右翼：小滝新太郎くん 

 
４
月
の
岩
井
駅
構
内
花
壇
清

掃
は
、
23
日
に
木
の
枝
打
ち
や

草
刈
り
作
業
・
金
蓮
花
の
苗
と

種
の
植
え
付
け
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
、
毎
月
い
わ
い

案
内
人
の
会
と
一
緒
に
行
っ
て

い
て
、
当
日
は
20
人
で
作
業
を

行
い
、
１
時
間
で
花
壇
も
そ
の

周
辺
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。 

（
花
の
間
に
長
く
伸
び
た
雑
草
を

丁
寧
に
刈
り
取
り
ま
し
た
） 

（合戸の山桜の前で記念写真） 

－控え選手－ 

座間健留くん 

田丸大輝くん 

堀海翔世くん 

鈴木貴之くん 

大山凌空くん 

小藤田岳士くん 

廣嶋琉聖くん 

安田駈くん 

南房総市長杯で優勝したメンバー 

（乃木坂46のメンバーとして活躍

中の高山さん） 

  （昨年の浜芝の植栽） 



 

 

－２－ －３－ 

○○岩井駅花壇清掃活動   ５月２８日（木）９時30分～  
        毎月1回、いわい案内人の会と一緒に行っています。 

 平成２７年５月の「ふらっと」会議・活動予定 

ーふらっと通信ー 

          ４つのテーマに分けて活動します 

 引き続き「地域に喜ばれ、 
       地域の方が参加できる活動」を目標に      
 ～「ふらっと」総会で平成27年度の新役員と活動が決まる～ 

ーふらっと通信ー 

「ふらっと」の平成２６年度決算を報告 
 平成２６年度の歳入は、主なものは市からの活動交

付金と前年度繰越金です。歳出では、総務費で「ふ

らっと通信」用紙代などの事務費が、事業費では彼岸

花植栽・防災講座などに係る消耗品費が主なもので

す。 

歳入総額   1,367,869円 

歳出総額   1,123,287円 

「ふらっと」の平成２７年度収支予算額は 

収支予算額 987,182円 

(単位：円） 

項  目 予算額 内  容 

１総務費 250,000 
ふらっと通信用紙代ほ

かの事務費です。 

２事業費 689,000 
２Ｐの活動に関する 

費用です。 

３予備費 48,182  

合  計 987,182  

項  目 予算額 内  容 

１活動費交付金 724,600 南房総市交付金 

２会費 16,000 会費 

３寄付金 1,000  

４雑収入 1,000 預金利子 

５前年度繰越金 244,582  

合  計   987,182  

テーマ  具体的な内容 

地域の資源を活力にするまちづくり 
 地域住民に景観形成に対する意識の高揚を図

るとともに、地域のよいところを学び・発見し

つつ、地域の自然や歴史・文化などを活かした

まちづくりを地域の住民や団体と連携し進めま

す。 

○景観に関する活動 

・浜芝の移植と保護活動 

・市部バイパス彼岸花の植栽場所の整備 

・岩井駅構内東側花壇での花の植栽と 

 花壇周りの整備協力 

・遊歩道や史跡など看板等の整備ほか 

○富山学に関する活動 

・里美発見伝ウォーク ほか  

心豊かにして安心して暮らせるまちづくり 
 少子高齢化などの地域の実情を踏まえ、地域

で互いに助け合い，地域で支えあう仕組みづく

りや快適に暮らせる地域づくりを地域の住民や

団体と連携し進めます。 

○子育て・教育支援に関する活動 

・川遊び、くわがた観察会、星座観察会、 

 ひなまつり ほか 

○防災に関する活動 

・災害コーディネーター等講座の受講 ほか 

楽しいイベントによるまちづくり 
 人と人のつながりや地域のにぎわいを創出で

きるよう、地域住民や観光客等の訪問者が多数

集まるイベントを地域の住民や団体と連携し開

催します。 

○伏姫夏まつり：岩井地区で開催 

（区長・小中学校・ＰＴＡ・商工会・観光 

 協会・文化協会・富楽里・民宿組合・老人 

 クラブと実行委員会を組織） 

○伏姫秋まつり：平群地区で開催 

連携によるまちづくり 
 地域づくり協議会の活動を充実・発展させる

ため、地域ニーズの把握に努めるともに、行政

区をはじめとする各種団体や地域と人々との連

携を進めるため、会議や実践の場を設けます。 

 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」
の

平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
４
月
25

日
、
富
山

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
来
賓
に
石
井
市
長
は
じ
め
川
﨑

市
議
会
議
員
、
平
成
26
年
度
富
山
地
区
区
長

会
長
・
同
副
会
長
、
27
年
度
各
区
長
も
出
席

し
て
い
た
だ
き
、
予
定
し
て
い
た
４
議
案
は
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

役
員
改
選
の
時
期
で
、
新
役
員
が
次
の
と
お
り

選
出
し
ま
し
た
。 

 

議
事
終
了
後
、
「
房
総
の
や
ま
あ
る
き
」
著

者
の
内
田
栄
一
氏
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

内
田
栄
一
さ
ん
は
、

千
葉
県
城
郭
研
究
の
第

一
人
者
で
も
あ
り
、
当

日
は
、
富
山
の
山
や
地

名
の
起
こ
り
な
ど
詳
し

く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
を
さ
れ
、
会
員
や
講

演
を
聴
き
に
集
ま
っ
た

約

30

名
の
一
般
参
加

の
人
た
ち
を
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。 

「
富
山
の
山
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て 

千
葉
県
山
岳
史
研
究
会
代
表
の
内
田
栄
一
さ
ん
が
講
演 

（
山
や
地
名
な
ど
を
詳
し
く
話
し
て

い
た
だ
い
た
内
田
さ
ん
） 

 

富
山
地
区
は
、
昔
か
ら
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
江
戸
時
代
に
は
、
産
科
医
の
奥
澤
軒
中
（
久
枝
出

身
）
や
医
師
の
加
藤
霞
石
（
平
久
里
中
出
身
）
と
い
う
貴
重

な
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。 

 

地
名
に
つ
い
て
は
、
鏡
味
完
二
の
「
日
本
の
地
名
」
に
よ

る
と
、
山
田
の
「
東
星
田
」
（
と
う
ぼ
し
だ
）
は
、
朝
鮮
か

ら
伝
わ
っ
た
大
唐
米
（
赤
米
）
を
作
る
田
（
唐
干
田
・
斗
星

田
）
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
伊
予
ヶ
岳
の
山
名
は
、
四
国
の
「
伊

予
」
と
関
連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
伊
予
ヶ
岳
に

至
る
南
北
に
硫
黄
の
泉
脈
が
走
っ
て
い
る
の
で
、
「
硫
黄
ヶ

岳
」
が
長
い
間
に
転
訛
し
て
「
イ
ヨ
ガ
タ
ケ
」
に
な
っ
た
の
で

は
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
「
南
総
」
に
つ
い
て
、
南

総
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時
代
に
は
上
総
の
美
称
で
、
安
房
は

「
房
陽
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
滝
沢
馬

琴
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
物
語
の
舞
台
を
広
い
地
域
に
見
せ

よ
う
と
「
南
総
」
と
し
た
よ
う
で
す
。 

講演の要旨 

 

～
役
員
等
～ 

 

会 

長
＝
佐
野
左
内
（
高
崎
） 

 

副
会
長
＝
戸
倉
勝
美(

山
田
） 

 
 
 
 

前
田
慶
子
（
平
久
里
下
） 

 

会
計
庶
務
＝
川
名
修
（
市
部
） 

 
 
 
 
 

上
村
と
み
江
（
久
枝
） 

 

監 

事
＝
山
田
和
矩
（
市
部
） 

 
 
 
 
 

田
村
靖
夫
（
久
枝
） （再任が決まり挨拶する会長ほか・ 

         役員のメンバー） 

(単位：円） 


